
令和 5 年２月 2 日 

福知山高校  保健部 

【２月号】 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 寒い日が続いています。暦の上では「節分」から「立春」で春を迎えるころですが、一般的には 1 月下旬

から2月にかけて最も寒くなると言われています。寒さが厳しくなれば、それだけ体調を崩しやすくなる

ので、これまで以上にしっかりとした防寒対策が必須です。さらに、気温が低い状態はウイルスにとって

好ましい環境とも言えます。 

 毎日の手洗いや換気など、予防を一層丁寧に行っていく必要があります。 

 病気の予防は手洗い・換気・マスク、そして抵抗力。 

 今一度生活習慣を見直し、ウイルスに勝つ抵抗力を高めてください。 

薬は『治す』という良い機能だけでなく、誤っ

た使い方や使う人の体質・体調によって、副作用

を引き起こす危険性があります。薬について、正

しい知識を身に着けて、上手に使用しましょう。 

 

●服用方法 

 水、またはぬるま湯で服用します。 

 乳製品やお茶、ジュースなどは効果を変化さ

せる成分が含まれていると、副作用が起こる

可能性があります。 

●服用期間 

 自己判断で中止してはいけません。 

 また、抗生物質は飲み切るようにしましょう。 

●保存方法 

 直射日光、高温、多湿を避け、薬以外のものと

は区別しておきましょう。薬をフィルムなど

から出して、他の容器に移すのはやめましょ

う。 

●使用期限 

 処方後半年を目安に服用します。 

「あの時と同じ症状だから」と自己判断での服

用はやめましょう。 

●飲むタイミング 

食前 
食事 30分～60 分前。 

空腹時に効果を発揮する。 

食後 

食後 30分以内。 

胃に食べ物が残っている状態で飲

む。 

食間 

食事の 2時間後が目安。 

食事と次の食事の間に飲む。 

（★食事中ではない！） 

頓服 

症状が出た時だけに飲むもの。 

ただし、1日に飲める量や間隔が決

まっている。 

 

“正しく使う”と、本来の効果を得ることができます。 

症状に対して、薬はいくつかの種類があります。体に合わなかったら、お

医者さんに相談してみましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


